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このアートNPOフォーラムでは、フェスティバルゲートという公設置民営

施設をアートNPOが運営するにあたり、その可能性を探ることを目的とし

たフォーラムを開催しました。

ソーシャルインクルージョンやクリエイティブシティ（創造都市）の概念を

導入することにより、大阪・新世界地域におけるアートの意味や位置づけを

再確認することができました。

また、7月以降の暫定的公共利用の公募にあたり、フェスティバルゲートに

拠点をかまえているアートNPOによる新世界アーツパーク未来計画実行

委員会が提案する運営プラン、「フェスティバルゲート再生計画」をプレゼ

ンテーション。

公募内容をオープンにすることによって、さまざまな意見を集約し、精査す

ることにより、同地域におけるアートNPOの存在意義を明らかにしようと

試みました。

なお、このフォーラムは、トヨタ・アートマネジメントフォーラム2006分科

会Dに引き継ぎ、地域を越えてディスカッションを行いました。

■開催日時

2007年2月24日（土）

14:00～21:00

■会場

Art Theater dB

（大阪市浪速区恵美須東3-4-36）

■連携したアートNPO

・新世界アーツパーク未来計画

実行委員会（こえとことばとこ

ころの部屋、ビヨンドイノセン

ス、記録と表現とメディアのた

めの組織、ダンスボックス）

全国アートNPOフォーラム in フェスゲ！

新　世界的公共の実践



来場者数

来場者数   90人

タイトル

新☆世界的公共の実践

フェスティバルゲートをひらくための最前線戦術

日時

2007年2月24日（土）　14:00～21:00

会場

Art Theater dB

（大阪府大阪市恵美須東3-4-36 フェスティバルゲート3F）

料金

￥2,000

主旨

2002年、公設民営方式でスタートした大阪市による「新世

界アーツパーク事業」。異なる4つの分野のアートNPOは、

これまで大阪・新世界や日本橋の地域などとも深く関わり

ながら、商業娯楽施設『フェスティバルゲート』を拠点にさ

まざまな活動を繰り広げてきました。

そのフェスティバルゲートは、これまで何度も存続の危機

に直面し、とうとう本年7月に一端すべてがリセットされ

ることとなり、その後の“暫定的公共利用”に向けた運営プ

ランの公募が行われます。

このフォーラムでは、新世界アーツパーク未来計画実行委

員会が提出する『フェスティバルゲート再生計画』をもと

に、アートNPOが社会にどのような役割を果たせるかを自

問しつつ、広く他ジャンルのNPOや企業などと連携をは

かる市民主導の公共施設運営の可能性を探ります。

はてさて、新世界ならではの公共施設が本当に実現するの

か！？…会場のみなさんを交えてのディスカッションを行

います。

主催

NPO法人アートNPOリンク

新世界アーツパーク未来計画実行委員会

　NPO法人こえとことばとこころの部屋、

　NPO法人ビヨンドイノセンス、

　NPO法人記録と表現とメディアのための組織、

　NPO法人ダンスボックス

協力

NPO法人芸術と計画会議C.A.P.、 NPO法人国際芸術文化

センター、NPO法人Japan Contemporary Dance Network

後援

NPO法人大阪NPOセンター、 大阪市立大学大学院創造都

市研究科、大阪市立大学都市研究プラザ、 近代産業遺産

アート再生学会、クリエイティブ・カフェ事務局、 新世界

町会連合会

全国アートNPOフォーラム in フェスゲ！　開催概要

［スケジュール］

14:00　フォーラムスタート・挨拶

14:10　講演 杉浦幹男

「創造都市と大阪」

新たな都市活性戦略、『創造都市』。

世界的に注目されている創造都市とはなにか。

ここ大阪で創造都市の本質に迫る。

14:40　ラウンドテーブル

（講演を受け、会場を交えてディスカッション）

15:30　講演 播磨靖夫

「アートとソーシャル・インクルージョン」

さまざまな文化や人が豊かに共生する社会＝インクルー

シブ・ソサエティの実現に向け、アートが果たしうること

は何か。

16:00　ラウンドテーブル

（講演を受け、会場を交えてディスカッション）

18:00　プレゼンテーション

「フェスティバルゲート再生計画」

新世界アーツパーク未来計画実行委員会

18:30　ラウンドテーブル

（講演を受け、会場を交えてディスカッション）

20:00　交流会

講演者・プロフィール

杉浦幹男　すぎうら みきお

大阪市立大学 都市研究プラザ特任講師

専門はコンテンツ産業政策、芸術文化政策、都市政策。

大阪デジタルコンテンツビジネス創出協議会、プロジェク

ト・マネージャー。

東京藝術大学美術学部卒業。

播磨靖夫　はりま やすお

財団法人たんぽぽの家理事長／社会福祉法人わたぼうし

の会理事長／エイブル・アート・ジャパン常務理事／特定

非営利活動法人日本NPOセンター代表理事

新聞記者を経てフリーのジャーナリストとなり、市民運動

として障害のある人たちの生きる場「たんぽぽの家」づく

りを展開する。またアートと社会の新しい 関係をつくる

エイブル・アート・ムーブメント（可能性の芸術運動）の提

唱やボランティア活動など民間非営利セクターの形成を

通した新しい市民社会づくりを試みている。

編著書に「みんな同じ空の下で生きている」（青也コミュニ

ケーションズ）、「生命の樹のある家」（たんぽぽの家）ほか。
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新世界アーツパーク未来計画実行委員長であり、フェスティバルゲート

に拠点をかまえるアートNPOダンスボックスの理事長大谷燠氏の口火で

フォーラムが開始された。

フェスティバルゲートのこれまでの経緯についての報告と、今日の趣旨

が語られた。

財団法人たんぽぽの家理事長でもあり、日本NPOセンターの代表理事で

もある播磨靖夫氏により、まだ日本でそれほど知られていない「ソーシャ

ル・インクルージョン」についての紹介があった。

淡々とした語り口に力強い意志がある。この後のフリーディスカッショ

ンでは、来場者とエイブルアートについての課題提起もなされるなど、白

熱した議論が交わされた。

新世界周辺地域の現況、地域ポテンシャル、コミュニティの構造など、こ

れまでのこの地域での活動によって把握された地域固有の課題を浮き彫

りにし、その上でフェスティバルゲートに求められる機能とアートNPO

の可能性について、公募を見据えたプレゼンテーションがあった。

会場を交えてのディスカッションでは終止発言が止まることがないほど

意見が出された。具体性が乏しいなど厳しい意見のほかに、行政の視点か

ら見た申請書類の書き方など個別具体的なアドバイスもあった。

もっとこれまでこの地域で取り組んできた自分たちの活動実積をもっと

アピールすることが大切であり、その活動こそが重要であったというこ

とに気づくことができた。

カフェでの交流会風景。

青森、鳥取、横浜など全国各地からこの課題について問題意識をもつ方々

が来場されていた。

杉浦幹男氏による講演「創造都市と大阪」。フランス・ナント市やリール市

でのクリエイティブシティの実践事例を交えながら、その概念について

わかりやすく説明があった。大阪市が提唱する創造都市戦略についても

言及があった。
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